
団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 118.4 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 117.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 71.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 125.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 103.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

実績
数値

301726
目標
数値

1458
実績
数値

目標
数値

30

指標

実績
数値

集団講習会については、
今後の経営活動に大きく
関連する電帳法のセミ
ナーや販促セミナーを企
画・実施したことで受講
者増加の一助となった。
個別相談会については、
多様化する経営課題に対
し、各専門家が適切な助
言をすることで課題解決
の糸口となった。

総
合
評
価

指標

各種委員会等に参画する
ことにより、参加者の経
営に対する意識が改善さ
れ、その波及効果で地域
全体の事業者の資質向上
が図られた。

総
合
評
価

実
施
側
の

事
業
評
価1107

目標
数値

実績
数値

正しい記帳による、自社
の正確な経営・財務状況
の把握及び適正な税務対
策の講じ方の習得ができ
た。

総
合
評
価

Ａ

940

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者への
５年に１回の訪問
を基本姿勢とし、
継続指導の必要性
がある事業所への
複数回の訪問を行
うことで指導メ
リットの普及に努
める。

・記帳継続指導延回数
　　　　　　1,107回
・指導企業数 　80件
・指導日数　　672日

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

アフターコロナの中、小
規模事業者に対し巡回や
窓口を通して国、県、市
の支援策を活用し、支援
を行うことにより著しい
経営の悪化を免れた。

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

巡回・窓口相談指
導事業

コロナとの共生を模索してい
く中で、消費者の行動が確実
に変化する上に、世界情勢の
変化によるコストアップも確
実な状況であるため、今後、
小規模事業者を取り巻く環境
は益々厳しくなることが予想
される。そこで、経営改善を
中心とする経営の安定化を目
的に、市内小規模事業者に対
して広く相談事業を実施す
る。

・巡回窓口相談指導
　　　　延件数1,726件
　　　（うち非会員0件）
・課題解決提案　 30件

記帳継続指導 小規模事業者

指標
記帳継続指導延回数

指標

講習会

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとっ
て必要な金融・税務・経理・
労働・情報化等の知識習得や
時事的な問題についての啓蒙
を図り、事業者の資質の向上
と円滑な事業運営に資するこ
とを目的とする。

・集団指導 　5回　136人
・個別指導　10回 　22人

小規模事業者

指標

講習会受講者数

商工会の職員が個人事業主等
を対象に正しい記帳方法と決
算・確定申告の指導を行い、
適正な税務申告と計数管理に
よる経営力の向上に結びつけ
ることを目的とする。 目標

数値

地域振興事業

地域における懇談や会員仲間
づくりネットワーク化事業等
による会員相互の交流促進に
より、組織基盤の強化を図
り、年賀会等地域に係る方々
との交流会などを実施するこ
とで地域全体の活性化を図る
ことを目的とする。

・商工女性交流会
　2回　20名
・会員日帰り旅行
　1回　12名
・会員交流ゴルフ
　1回　57名
・年賀会
　1回　62名
・会員交流懇談会
　1回　74名

小規模事業者

指標

事業参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

148
実績
数値

158
目標
数値

部会・委員会事業

各種委員会による活動を通じ
て改善意識の啓蒙と参加事業
者に対する資質向上効果を目
的とする。

・総代会　1回　55名
・理事会　6回　150名
・商業部会飲食委員会
　　　　　　3回　24名

構成委員及び
該当事業者等

指標

祭典事業

地域産業を広く紹介し、地域
経済・産業の発展を図るとと
もに、市民とともに明るく住
みよい豊かな地域社会を築く
ことを目的とする。

・10月28日・29日
　知多市役所周辺にて開催
・参加事業所数　50事業所

小規模事業者

実績
数値

62
目標
数値

指標

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

参加企業数

320
実績
数値

229
目標
数値

指標

参加事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

180
実績
数値

225
目標
数値

指標

当初予定していた全交流
事業を恙無く開催するこ
とができ、コミュニケー
ション効果による組織基
盤の強化を図ることがで
きた。

実績
数値

目標
数値

目標
数値

50
実績
数値

50
目標
数値

指標

組織強化に重点を
おいた交流を図る
ことを目的に改善
を図っていきた
い。

総
合
評
価

Ａ

地域貢献事業として「産
業まつり」を始めとした
イベントに参加・出店す
ることで、地域住民に対
してサービスを提供する
機会を得た。この経験に
より、地域社会の発展に
貢献できただけでなく、
他業種に対する理解を深
めることもできた。

総
合
評
価

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

出店により自社PRを行う
ことができ、新規顧客獲
得に結びつけることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

青年部育成事業

若手経営者・後継者である青年
部員は、社会経験や経営に関す
る知識が不足しており、将来の
経営に支障をきたすことが予想
されるため、経営に関する勉強
会を開催し、資質向上を図るこ
とを目的とする。また、イベン
ト出店の実施により、地域社会
の発展に寄与すること、並び
に、企画運営することで異業種
間の情報交換及び経営力の向上
を図ることを目的とする。

・勉強会　0回
・地域貢献事業
　　　3回　62人

小規模事業者

指標

事業参加人数

地域貢献事業の回
数が当初の想定よ
りも増加したこと
もあり、勉強会の
開催ができなかっ
た。
資質向上のために
勉強会の開催は必
要であるため、来
年度は開催できる
ようにしたい。

目標
数値

60

今後の展開・改善点等

引続き事業への参
画を求め、意識改
善による経営資質
向上に努める。

目標とする参加事
業所を50事業所と
し、参加事業者が
より参加し易い環
境を整備し、小規
模事業者の経営の
一助となるよう支
援していく。

現行どおりの方法
で行う。廃業・法
人成による委託者
減少を補うため、
PRに力を入れた
い。

本年度をもって知
多支部主催セミ
ナーの幹事が阿久
比に変更となるた
め、次年度の集団
講習会の開催回数
を4回とし、目標
受講者数を下方修
正する。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 91.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 132.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 130.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 変更する

情報化推進事業

小規模事業者のビジネスチャ
ンスの拡大、企業イメージの
向上、雇用対策に関する各種
施策・補助金の情報提供等を
促進するためのツールとして
活用することを目的とする。

情報発信として有効なツール
商工会ホームページを活用
し、イベントや施策の情報発
信を実施した。

・ホームページ月間平均
　　　　アクセス数　26件

小規模事業者

指標

ホームページ
月間平均アクセス数

指標

商店街振興事業
（街路灯維持管理
事業）

夜間における快適な買い物や
交通事故の防止、防犯の役
割、スポンサーの広告など、
街路灯の維持管理事業を通じ
て、地域の発展と明るく活力
のある街づくりに寄与するこ
とを目的とする。

・修理件数　70基
・現街路灯基数　192基

街路灯設置ス
ポンサー事業

所

指標

街路灯維持管理基数

指標

講習会、イベント、経営
に関する施策情報の発信
を効率的に実施できた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度は情報発信
ツールとして、
SNSを活用し、HP
およびSNSのアク
セス数を目標とす
る。目標

数値
20

実績
数値

26
目標
数値

実績
数値

地域商工業の発展と、明
るく活力のある街づくり
に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現在、この事業の
背景・目的は達成
されていると思わ
れ、又事業所の要
望にも応えられて
いると思われるの
で、今後も現行ど
おりこの事業を実
施する。

目標
数値

198
実績
数値

192
目標
数値

実績
数値

商店街振興事業
（がんばる商店街
事業）

小規模事業者の持続的経営を可
能にするため、自社ブランドの
商品開発を推進し、地域の消費
者に気軽に利用してもらうこと
を目的とし、地域の基幹店にて
宣伝を兼ねて物産展を開催す
る。

当地区最大イベントである梅ま
つり期間中に会場内にて市内店
舗の共同宣伝を行い、観光客を
市内に誘引することを目的とす
る。

（ちたもんフェア）
知多市の基幹店（ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ知多
店）と協力して地域物産展を春
と秋の2回開催し、知多市最大級
のイベントである産業まつり会
場においても宣伝を兼ねて物産
展を開催した。
実施期間
令和5年4月21日～23日
（ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ）10店舗
令和5年10月7日～8日
（ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ）8店舗
令和5年10月28日～29日
（産業まつり会場）4店舗

（梅まつり共同宣伝事業）観光
客を市内に誘引することを目的
とし梅まつり会場内にて参加店
舗を掲載したチラシを配布し
た。
実施期間
令和6年2月10日～3月10日
参加店舗数　27店舗

小規模事業者

指標

参加店舗数

指標

（ちたもんフェア）
自社の新商品等を地域の人に
知ってもらい、購入してもら
うことができる場所を確保す
ることで、各事業者の商品開
発意欲を向上させることがで
きた。

（梅まつり共同宣伝事業）
梅を散策しに見えた観光客を
対象にチラシを配布し、市内
飲食店での昼食を促した。効
果として例年と変わらない来
客数があり、飲食店の経営の
一助となった。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

（ちたもんフェ
ア）
事業者の商品の自
社ブランド化や地
産地消を意識して
引き続き各所で地
域物産展を開催す
る。

（梅まつり共同宣
伝事業）
概ね良好なので現
状維持していく予
定。

目標
数値

37
実績
数値

49
目標
数値

実績
数値

・新規労働保険事務委託
　　　　　事業所数　36件
・委託換え、
　　　廃業等による事務
　委託解除事業所数　18件
・事務委託事業所数
　　　　　　　325事業所

小規模事業者

指標

事務委託事業所数

指標

委託事業所の事務処理に
係る負担軽減と、労働保
険未加入事業所への啓蒙
促進を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

総
合
評
価

実績
数値

1149
目標
数値

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする受診事
業所数を９５事業
所数とし、多くの
小規模事業者に従
業員の健康管理に
ついて認識しても
らうよう努める。

目標
数値

100
実績
数値

91
目標
数値

指標

従業員の健康管理面の整
備に役立ち、ひいては雇
用の安定や改善、企業イ
メージ向上が図られた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

健康普及事業

各共済について、事業所
に適した共済を勧奨した
ことにより、事業所の経
営・雇用の持続的な安定
を図ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする各種共
済加入件数を
1,160件とし、巡
回・窓口指導によ
り小規模事業者に
適した共済の加入
勧奨に努める。

従業員の健康診断は経営者へ
の義務付けがされており、小
規模事業者の福利厚生コスト
削減や健康管理意識の確立と
いう観点から、集団検診によ
る受診コスト削減メリットの
提供とともに、福利厚生環境
の充実を図り、小規模事業者
の雇用安定支援の一助とする
ことを目的とする。

実施機関、一般社団法人半田
市医師会健康管理センターに
て、定期健康診断事業を４日
間実施した。
・期間 ７月11.12.25.26日
・会場 知多市勤労文化会館
      （やまももホール）
・受診事業所数　91事業所

小規模事業者

指標

受診事業所数

目標
数値

1,130

福利厚生事業

事業所の経営・雇用の持続的
な安定を図るため、各種共済
制度の普及を通して、事業所
の健全な育成に資することを
目的とする。

各共済について、事業所に適
した共済を勧誘した。
・加入　　　　　　45件
・廃業、任意解約　11件
・各種共済加入件数
　　　　　　　　1149件

小規模事業者

指標

各種共済加入件数

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回・窓口指導に
より労働保険未加
入事業所の解消に
努める。

目標
数値

320
実績
数値

325
目標
数値

実績
数値

労働保険事業

労働保険事務の委託によっ
て、小規模事業者の事務処理
負担の軽減が図られるととも
に、各種届出にかかる事務処
理や労働保険料の申告にかか
る適正化が図られることで、
小規模事業者の経営支援に貢
献することを目的とする。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

２０２３年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

雇用促進事業

小規模事業者にとって有能な
人材を確保することは困難で
ある。求人情報を活用するこ
とで、募集活動の一助とし、
雇用機会の安定を図り、経営
安定に資することを目的とす
る。

求人情報を提供し労働力確保
への支援を行うことができ
た。
・求人情報掲載所
知多市商工会ホームページ
（求人紹介）
知多市役所１F
（知多市ふるさとハローワー
ク）
・求人情報掲載件数　36件

小規模事業者

指標

求人情報掲載件数

指標

小規模事業者としての広
報宣伝力の弱さを補うも
のとして、求職希望者へ
の、求人情報提供ができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする求人情
報掲載件数を45件
とし、引き続き小
規模事業者の従業
員募集活動の一助
となるよう努め
る。

目標
数値

45
実績
数値

36
目標
数値

実績
数値

調査・広報事業

小規模事業者への緊急を要す
る案件の調査及び広報や定期
的な施策、事業活動案内を周
知することを目的とする。

・定期的広報　年7回
 5月 2日   1,121部
 6月 7日   1,127部
 7月13日   1,128部
 9月14日   1,132部
10月13日   1,127部
12月 7日   1,126部
 2月 2日   1,124部

小規模事業者

指標

広報発行部数

指標

インボイス制度への登録
対応等、小規模事業者に
とって必要な施策の周知
を十分に図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標とする発行部
数を維持しつつ引
き続き小規模事業
者にとって必要な
施策等の情報提供
に努める。

目標
数値

7,700
実績
数値

7,885
目標
数値

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


